
「
幡
随
意
上
人
諸
国
行
化
停
」
と
「
祐
天
上
人
一
代
記
」
と

横
　
　
山

邦
治

大
本
、
藍
地
表
紙
、
全
巻
五
冊
、
漢
字
混
り
片
仮
名
表
記
で
あ
る
「
幡
随
意
上

人
諸
国
行
化
侍
」
な
る
読
物
が
あ
る
。
中
村
幸
彦
先
生
の
い
わ
れ
る
長
編
仏
教

説
話
の
一
つ
で
あ
る
。
所
見
木
刊
記
は
、

○
賛
層
五
乙
亥
年
正
月
良
辰

作
者
　
　
　
　
京
師
喚
誉

京
寺
町
通
松
原
下
ル
町

書
林
　
　
　
　
勝
村
治
右
街
門

と
あ
る
が
、
書
林
の
名
前
は
入
木
の
あ
と
が
顕
著
で
あ
る
。
中
村
先
生
所
蔵
の

本
は
、
こ
の
書
林
の
名
前
が

○
江
戸
日
本
橋
通
扇
町
目

梅
村
惣
五
郎

と
あ
る
が
、
こ
れ
も
入
木
の
あ
と
が
あ
る
。
「
浣
江
戸
出
警
目
」
の

○
暗
随
意
諸
国
紀
伝
　
仝
五
冊

墨
付
　
百
九
丁

同
（
宝
暦
）
五
亥
正
月

作
者
　
喚
誉

板
元
　
梅
村
宗
五
郎

売
出
　
同
　
人

と
あ
る
の
と
同
一
の
本
と
す
れ
ば
、
中
村
先
生
所
蔵
の
木
が
初
刷
に
近
い
と
い

え
よ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
宝
暦
五
年
に
出
板
さ
れ
た
も
の
、
巻
五
の
終
り

に
、○
演
蓮
社
智
誉
自
適
上
人
疇
随
意
大
和
尚

従
元
和
元
年
乙
卯
正
月
五
日
遷
神
至
宝
層
三
契
酉
年
歴
百
三
十
九
年

南
無
阿
放
陀
仏
王
誉
妙
竜

竜
糞
尚
天

な
る
記
事
が
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
宝
磨
三
年
に
は
戌
稿
が
あ
っ
た
字
う
で

あ
る
。
喚
替
な
る
作
者
は
、
政
文
に
〃
洛
北
五
劫
院
主
喚
管
誌
〃
と
あ
る
の
で

京
の
僧
で
あ
る
が
、
無
相
文
雄
の
序
に

ノ

　

　

　

　

シ

　

ヲ

　

　

J

つ

サ

ナ

フ

ヲ

　

　

ニ

モ

○
－
略
－
洛
北
五
劫
喚
啓
上
人
開
基
豆
粕
会
】
唱
導
以
誘
二
群
新
一
風
雨
寒
暑
孜

ト

メ

　

「

キ

　

　

　

　

ノ

如

ク

ニ

ノ

　

マ

　

ノ

　

ミ

　

ノ

　

　

ヲ

々
四
時
無
二
虚
日
二
二
十
年
一
日
不
〆
俺
勧
非
之
暇
編
〓
幡
師
之
行
実
－
或

ヲ

ニ

　

　

　

　

ニ

　

　

　

ル

「

　

セ

セ

　

　

子

メ

接
二
索
諸
秘
録
義
私
こ
淑
諸
識
者
云
魔
神
声
匿
レ
不
二
我
畢
衰
編
成
題
目
二

幡
随
意
上
人
諸
同
行
化
伝
】
－
略
－

と
あ
る
に
よ
っ
て
判
る
よ
う
に
、
談
義
僧
の
多
か
っ
た
浄
土
宗
の
知
恩
院
の
末

寺
で
あ
る
洛
北
五
劫
院
に
任
し
た
唱
導
僧
の
一
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
股
に
こ
の
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読
物
を
作
り
あ
げ
た
わ
け
で
、
恐
ら
く
自
分
自
身
が
談
義
し
た
説
教
を
そ
の
ま

ま
筆
録
し
た
も
の
に
相
違
な
く
、
典
型
的
長
編
仏
教
説
話
で
あ
っ
た
。
内
容

は
、
江
戸
櫓
随
院
の
開
山
暗
随
意
上
人
自
道
の
一
代
霊
験
記
で
あ
っ
た
。

播
随
意
上
人
の
一
代
記
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
出
板
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ

た
。
「
措
響
戸
出
警
目
」
に

〇
時
随
意
上
人
行
状
　
全
一
m

墨
付
廿
五
丁

延
享
責
秋

作
者
　
妙
導

板
元
　
京
出
雲
寺
和
泉

売
出
　
玉
屋
治
郎
右
衛
門

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
未
見
で
あ
る
が
、
墨
付
廿
五
丁
一
冊
の
本
で
、
宝

暦
の
書
籍
目
録
で
は
〝
僧
伝
〃
の
項
に
分
類
さ
れ
て
「
盤
踵
行
業
記
」
な
ど
と

一
緒
に
級
か
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
簡
略
に
著
さ
れ
た
行
実
で
あ
ろ
う
。
下
っ
て

文
久
二
年
の
序
を
持
つ
「
帖
随
意
上
人
伝
」
二
大
木
　
が
山
板
さ
れ
て
い
る
。
巻

ぎ
ゃ
う
け
で
ん
　
　
　
ふ
み
　
　
　
　
よ
　
る
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

末
に
〃
－
略
－
又
上
人
行
化
伝
と
い
ふ
書
あ
り
て
世
に
流
布
せ
り
。
そ
ハ
京
知

ま
つ
じ
　
　
　
　
　
こ
こ
ふ
わ
ん
　
く
わ
ん
よ
　
　
　
　
　
　
ミ
ヤ
こ
　
　
じ
か
し
　
　
い
ひ
つ
た

恩
寺
の
末
寺
な
る
。
五
覿
院
の
喚
哲
と
い
ふ
人
。
京
師
に
て
昔
よ
り
言
伝
へ
た

こ

と

ど

も

か

き

の

せ

る
軍
等
を
書
載
た
る
も
の
な
り
ー
略
－
〃
と
い
う
、
要
は
「
隋
随
意
上
人
諸
国

行
化
伝
」
を
闇
暗
化
し
て
抑
絵
を
多
く
抽
入
し
た
寺
院
の
P
R
用
冊
子
で
あ
っ

た
。
と
も
に
文
学
史
の
う
え
に
持
ち
出
す
べ
き
も
の
で
な
い
こ
と
勿
論
で
あ
っ

た
。
が
「
暗
随
意
上
人
諸
国
行
化
伝
」
は
長
編
仏
教
説
話
と
し
て
中
村
先
生
の

編
ま
れ
た
書
目
年
譜
（
注
一
）
　
に
附
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

〓

江
戸
初
期
の
名
僧
で
、
疇
随
意
上
人
と
も
ど
も
、
否
そ
れ
以
上
に
民
衆
に
親

し
ま
れ
た
僧
と
し
て
、
累
の
怪
談
と
と
も
に
語
ら
れ
る
こ
と
で
著
名
な
祐
天
上

人
が
い
る
。
こ
の
桔
天
上
人
の
行
状
は
、
実
録
休
の
写
本
と
し
て
も
広
く
流
布

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
大
よ
そ
「
近
世
実
録
全
封
」
第
八
巻
に
収
録
さ
れ

て
い
る
「
祐
天
上
人
」
と
大
同
小
異
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
写
本
は
所
見
二
本

に
過
ぎ
な
い
が
、
と
も
に
中
村
先
生
所
蔵
で
、
そ
れ
ら
は
「
祐
天
大
僧
正
御
伝

記
」
な
る
題
名
が
付
し
て
あ
り
、
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
い
、
「
近
世
実
録
全
再
こ

本
に
比
す
れ
ば
祐
天
上
人
の
や
炭
談
が
少
く
、
と
も
に
累
の
怪
談
な
く
、
う
ち

一
本
に
は
累
の
詔
は
別
伝
に
し
る
す
と
も
記
し
て
い
る
が
、
大
筋
に
は
違
い
は

な
か
っ
た
。
出
校
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
男
の
怪
談
と
し
て
早
く
出
板
さ
れ

た
「
死
霊
解
脱
物
語
」
二
残
寿
元
碩
三
年
刊
（
木
石
町
三
丁
目
　
山
形
屋
吉
兵

衛
板
）
は
別
格
と
し
て
、
宝
膳
の
習
帯
日
録
の
″
仏
習
雄
郎
″
に

〇
二
　
祐
天
名
号
霊
験
記
　
暮
雨

と
あ
る
の
が
古
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
未
見
で
あ
る
が
、
題
名
か
ら
推
測
す
れ
ば

祐
天
上
人
の
説
話
に
多
く
見
ら
れ
る
名
号
授
与
か
ら
生
ず
る
霊
験
談
の
集
成
で

あ
る
べ
く
、
「
孝
感
冥
伴
録
」
な
ど
い
う
軽
減
験
実
話
の
仏
書
と
一
緒
に
分
類

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
い
わ
ゆ
る
仏
教
長
編
説
話
と
は
類
を
異
に

し
、
民
衆
目
当
て
の
実
話
臭
の
強
い
教
化
談
で
、
一
方
か
ら
い
え
ば
談
義
臭
は

あ
っ
て
も
、
談
義
僧
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
も
な
り
得
た
仏
教
長
編
説
話
と
異
る

読
物
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

下
っ
て
文
化
元
年
、
読
本
の
一
つ
と
し
て
「
祐
天
上
人
一
代
記
」
が
出
板
さ

れ
、
次
い
で
文
化
五
年
に
「
祐
天
大
僧
正
利
益
記
」
三
　
と
い
う
書
が
出
板
さ
れ

て
い
る
。
「
祐
天
大
僧
正
利
益
記
」
は
大
本
、
巻
末
に
〃
明
躇
山
蔵
版
〃
と
あ

る
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
一
般
㌫
籍
の
山
板
で
な
く
祐
天
寺
が
御

関
山
の
頭
彰
を
目
的
に
出
校
し
た
も
の
で
、
内
容
も
凡
例
七
悶
粂
な
る
説
明
に

〃
此
記
は
。
織
田
丹
後
侯
の
家
持
。
寺
‖
苗
右
折
円
な
る
者
。
深
く
柿
の
化
導
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に
帰
し
。
よ
り
！
1
禅
室
に
参
謁
し
て
請
益
せ
し
折
か
ら
。
見
聞
す
る
所
を
筆

記
し
て
。
自
己
の
磨
忘
に
備
へ
し
を
。
祐
天
寺
二
世
。
香
蛍
祐
海
上
人
。
写
し

留
ら
れ
。
同
寺
六
世
。
得
祷
祐
仝
上
人
。
五
三
を
追
加
せ
ら
れ
し
な
り
〃
と
い

う
よ
う
に
、
二
三
人
の
筆
録
、
郁
忘
の
記
録
の
集
成
と
い
う
性
格
の
も
の
で
あ

っ
て
み
れ
ば
、
当
然
一
貫
し
た
構
成
な
く
、
短
い
勧
化
話
の
集
成
と
い
う
体
裁

の
も
の
で
、
勿
論
こ
れ
ま
た
文
学
史
の
う
え
に
持
ち
出
す
べ
き
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
こ
こ
で
は
「
祐
天
上
人
一
代
記
」
が
問
題
で
あ
っ
た
。

三

「
祐
天
上
人
一
代
記
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
中
村
先
生
の
論
に
詳
細
で
あ

る
　
（
注
二
）
　
が
、
重
複
を
煩
わ
ず
再
論
す
る
。

中
村
先
生
も
い
わ
れ
る
ど
と
く
、
「
祐
天
上
人
一
代
記
」
は
、
写
本
の
実
録

と
し
て
流
布
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
祐
天
上
人
説
話
を
粉
本
と
し
て
い
る
。
団
通

上
人
に
弟
子
人
の
事
、
愚
に
し
て
自
殺
せ
ん
と
す
る
事
、
団
通
上
人
祐
天
を
勘

当
の
事
、
成
田
山
に
参
寵
、
不
動
明
王
の
霊
験
に
て
智
を
得
る
事
、
団
通
上
人

館
林
善
導
寺
へ
移
ら
る
る
に
慕
い
行
く
事
、
法
問
に
て
論
敵
を
説
破
し
て
危
難

に
箪
っ
事
、
電
女
の
奇
瑞
に
よ
り
救
わ
る
事
な
ど
な
ど
、
全
て
軌
を
一
に
し
た

詔
で
あ
っ
た
。
が
そ
れ
だ
け
に
終
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
枯
想
面
で
色
々
と

手
を
加
え
て
い
た
。
第
一
に
気
付
く
こ
と
は
、
祐
天
上
人
の
出
自
に
つ
い
て
で

あ
る
。
実
録
で
は
一
般
に
、
奥
州
磐
城
村
の
水
呑
み
百
姓
新
妻
長
右
衛
門
が
一

子
三
之
助
を
伯
父
久
派
和
尚
に
あ
ず
け
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
が
、
「
祐
天
上

人
一
代
記
」
で
は
、
〃
佐
々
木
京
極
繁
作
の
匹
m
〃
で
今
は
零
落
す
る
も
父
美

作
善
内
高
員
は
由
緒
正
し
き
家
柄
で
あ
る
こ
と
を
い
い
、
母
も
〝
上
杉
憲
政
平

井
の
城
落
敗
の
時
家
司
一
人
の
女
子
を
助
け
出
せ
し
此
子
の
孫
〃
で
〃
歴
家
の

血
脈
〃
正
し
き
を
い
ひ
、
そ
し
て
五
十
に
し
て
子
な
き
を
悲
し
み
成
田
不
動
に

厩
を
か
け
、
清
原
の
日
豊
正
則
飛
で
腹
中
に
入
〃
る
夢
を
見
て
懐
妊
、
出
嘩
す

る
、
一
方
置
通
上
人
も
仏
勅
に
よ
り
〃
善
男
子
〃
の
出
生
を
知
り
、
箕
作
夫
婦

に
そ
の
子
を
出
家
さ
す
べ
き
こ
と
を
す
す
め
る
、
夫
婦
は
武
門
の
哲
を
あ
げ
さ

せ
ん
と
願
っ
て
い
た
の
で
た
め
ら
う
が
、
結
局
出
家
に
同
意
す
る
と
い
う
話
が

付
け
加
わ
っ
て
い
る
。
著
名
な
名
僧
の
出
生
に
関
す
る
奇
瑞
談
は
極
め
て
あ
り

ふ
れ
た
も
の
で
、
何
も
共
と
す
る
に
足
ら
ず
、
別
に
拠
る
と
こ
ろ
あ
り
と
す
る

必
要
は
な
い
か
も
知
れ
な
か
っ
た
。
が
こ
こ
で
一
応
「
略
随
意
上
人
諸
国
行
化

伝
」
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

巻
一
巻
朗
は
〃
略
随
意
上
人
誕
生
奇
瑞
ノ
事
〃
と
あ
っ
て
、
父
は
〃
川
嶋
七

党
ノ
魁
ニ
シ
テ
、
北
条
家
ノ
嗣
裔
ナ
リ
〃
と
し
、
夫
婦
は
子
無
き
を
愁
え
て
熊

野
権
現
に
祈
願
、
〃
金
色
ノ
大
熊
、
後
ヨ
リ
追
ヒ
来
り
忽
チ
化
シ
テ
、
宝
珠
ト

成
リ
テ
慎
二
入
ル
ル
夢
を
見
て
懐
妊
、
十
一
才
義
憤
上
人
霊
夢
に
よ
っ
て
沙
門

に
せ
ん
こ
と
を
乞
う
、
家
名
和
読
を
と
望
ん
で
い
た
夫
婦
も
結
局
出
家
に
同
意

す
る
と
い
う
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
十
一
才
出
家
の
件
は
む
し
ろ
実
録
と
一
致

す
る
の
で
あ
る
が
、
「
祐
天
上
人
一
代
記
」
の
出
生
談
と
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と

を
知
る
。
霊
験
を
現
す
も
の
が
、
成
田
不
動
明
王
と
熊
野
権
現
と
い
う
相
違
が

あ
る
が
、
幡
随
意
上
人
の
場
合
造
化
の
時
も
熊
野
権
現
の
奇
埼
が
あ
っ
て
相
照

応
し
て
い
る
の
と
同
じ
く
、
祐
天
上
人
の
場
合
成
田
山
参
舘
と
い
う
場
面
が
す

で
に
実
録
に
あ
っ
て
み
れ
ば
、
成
田
の
不
動
明
王
の
奇
瑞
と
し
て
発
端
の
構
想

を
立
て
る
の
は
、
極
め
て
自
然
な
宥
恕
と
い
え
た
。
こ
こ
で
は
両
者
相
通
じ
る

構
想
で
あ
る
こ
と
を
い
え
ば
よ
か
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
「
祐
天
上
人
一
代
記
」

の
扮
本
の
一
つ
に
「
隋
随
意
上
人
諸
国
行
化
伝
」
を
用
い
た
と
し
て
も
よ
か
ろ

う
か
。
し
か
し
こ
の
一
事
の
み
で
は
論
拠
薄
弱
と
も
い
え
た
。

「
祐
天
上
人
一
代
記
」
巻
四
で
、
暗
愚
で
あ
っ
た
祐
天
が
成
田
不
動
の
霊
験

で
叡
知
を
取
り
返
し
た
後
、
浄
念
寺
説
法
の
場
で
潮
音
祁
師
と
詫
間
、
こ
れ
を
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説
破
し
て
三
衣
を
琴
っ
、
そ
れ
を
怒
っ
た
禅
学
の
信
徒
が
祐
天
の
帰
路
を
襲
お

う
と
待
ち
伏
せ
る
、
途
上
祐
天
は
竃
女
を
済
度
し
、
そ
の
琶
女
の
加
護
に
よ
り

危
難
を
逃
れ
る
と
い
う
謡
が
あ
る
。
祐
天
の
実
録
で
は
、
法
然
派
を
誹
諾
す
る

黒
滝
の
長
恩
な
る
僧
の
も
と
へ
祐
天
が
押
し
か
け
て
法
間
、
こ
れ
を
説
破
し
て

法
衣
を
奪
う
、
帰
途
衆
徒
に
襲
撃
さ
れ
た
と
盲
、
婦
人
現
れ
出
で
て
〝
我
は
昔

幡
随
院
白
遺
和
尚
の
十
念
に
て
、
苦
し
み
を
免
か
れ
し
黄
袴
妙
竃
と
い
ふ
念
仏

守
護
の
竜
女
な
り
、
今
汝
の
危
善
を
見
る
に
忍
び
ず
救
ひ
し
ぞ
か
し
〝
　
（
近
世

実
録
仝
古
本
）
と
祐
天
を
救
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
全
く
唐
突
に
播
随
意
上
人

の
こ
と
が
出
て
来
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
情
随
意
上
人
詔
同
行
化
伝
」
で
は
、
こ
の
冠
女
を
濱
度
し
、
更
に
そ
の
夫

を
も
済
度
す
る
詔
は
む
し
ろ
中
心
テ
ー
マ
と
も
な
っ
て
お
り
、
幡
随
意
上
人
と

冠
女
済
度
の
謁
と
は
も
と
も
と
結
び
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
た
も
切
で
あ
ろ
う
。

行
化
伝
巻
一
で
〃
琶
女
化
益
ノ
事
〃
の
条
に
お
い
て
冠
女
を
〝
王
音
妙
冠
〃
の

戒
名
を
与
え
て
済
度
す
る
、
竜
女
は
〃
上
人
在
マ
ス
所
ニ
ハ
、
電
力
ノ
不
思
議

ヲ
以
テ
水
ヲ
捧
テ
大
恩
ヲ
報
謝
セ
ン
旦
ツ
火
災
ヲ
払
ヒ
、
又
上
人
弘
通
ノ
念
仏

ヲ
守
護
セ
ン
〃
と
約
す
。
（
こ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
実
録
に
お
い
て
も
同
じ
念

仏
を
も
っ
て
教
化
す
る
祐
天
上
人
を
救
う
場
面
へ
の
出
現
が
連
患
さ
れ
た
か
も

知
れ
な
か
っ
た
。
）
　
こ
の
竃
女
の
約
は
「
幡
随
意
上
人
諸
国
行
化
伝
」
全
編
に

わ
た
っ
て
随
所
で
果
さ
れ
る
、
例
え
ば
華
ニ
〃
冠
水
名
号
請
雨
現
託
ノ
事
〃
の

条
で
、
水
飢
正
に
雨
乞
の
霊
験
あ
り
し
話
な
ど
そ
れ
で
あ
る
が
、
巻
一
に
お
い

て
も
〃
随
岩
卜
宕
田
法
論
ノ
事
〃
の
条
で
法
論
に
負
け
た
宥
田
の
門
徒
の
襲
撃

を
予
告
し
て
逃
れ
し
め
、
ま
た
〃
林
泉
禅
寺
ト
問
答
竜
神
守
護
之
曹
〃
の
条
で

は
法
論
、
説
破
、
奪
法
衣
、
衆
徒
襲
撃
、
琵
女
霊
験
と
い
う
手
職
で
話
が
進

む
。
こ
れ
ま
た
「
祐
天
上
人
一
代
記
」
と
軌
を
一
に
し
た
構
想
で
あ
っ
た
。
実

録
で
は
、
祐
天
上
人
が
試
女
を
済
度
す
る
と
い
う
璃
憩
が
あ
ま
り
に
晴
随
意
上

人
に
密
着
し
た
話
で
あ
っ
た
の
で
避
け
た
の
で
も
あ
ろ
う
が
、
「
祐
天
上
人
一

代
記
」
で
は
、
そ
の
読
本
的
構
想
を
完
成
す
る
た
め
に
も
全
て
祐
天
上
人
の
行

状
と
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
祐
天
上
人
の
実
録
と
「
幡
随
意
上
人
諸
国

行
化
伝
」
と
に
お
け
る
法
問
と
危
難
の
話
の
形
皆
関
係
、
影
響
し
た
と
す
れ
ば

そ
の
前
後
関
係
を
い
ま
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
少
く
も
「
祐
天
上
人
一
代
記
」

は
「
暗
随
意
上
人
諸
国
行
化
伝
」
を
亨
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
の
推
測
は
こ
こ

で
も
成
り
立
っ
た
。

「
祐
天
上
人
一
代
記
」
の
巻
五
以
降
巻
六
に
い
た
る
話
は
、
実
録
に
見
え
る

詔
と
は
無
関
係
の
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
肇
五
の
〃
祐
天
師
の
御
廻
向
を

う
け
死
霊
解
説
の
事
〃
の
条
も
累
の
話
で
は
な
く
て
、
前
条
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
仁
木
十
郎
兵
衛
に
よ
り
殺
さ
れ
た
遊
女
歌
川
の
死
m
l
票
眉
説
の
詔
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
な
か
に

吾
と
へ
　
し
も
ふ
さ
　
く
に
お
か
だ
が
与
は
に
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
も
い
　
れ
い
こ
ん
せ
う

○
望
．
バ
下
総
の
国
岡
田
糊
埴
生
村
百
姓
与
右
衛
円
が
妻
累
か
霊
魂
成

ぶ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
さ
ね
げ
だ
つ

仏
の
事
く
わ
し
く
累
解
説
物
か
た
り
と
い
ふ
音
に
有
是
等
ハ
世
に
普
く

知
る
訴
也

と
、
実
録
御
伝
記
と
同
じ
態
度
を
示
す
。

こ
こ
に
見
え
る
遊
女
歌
川
の
話
の
原
拠
を
知
ら
な
い
が
、
仁
木
十
郎
兵
衛
に

恋
路
の
邪
魔
を
さ
れ
て
謀
殺
さ
れ
た
歌
川
の
怨
魂
が
、
自
蛇
と
な
っ
て
現
わ
れ

十
郎
兵
衛
を
締
め
殺
す
詔
は
、
「
幡
随
意
上
人
諸
同
行
化
伝
」
巻
一
の
〃
釘
抜

名
号
利
生
の
事
〃
〃
関
宿
大
意
寺
建
立
の
事
〃
の
条
に
見
え
る
三
谷
善
八
の
妻

が
妾
あ
る
を
嫉
妬
し
、
死
し
て
後
小
蛇
と
化
し
て
恨
み
を
暗
さ
ん
と
す
る
が
、

上
人
の
念
仏
廻
向
に
よ
り
成
仏
す
る
話
と
一
駅
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
死

し
て
蛇
と
変
じ
複
欝
せ
ん
と
い
う
話
は
、
「
操
草
紙
」
五
淡
海
子
明
和
八
年
刊

な
ど
に
も
見
ら
れ
、
一
概
に
影
皆
周
係
を
論
す
べ
き
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
か

っ
た
が
。
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以
上
「
祐
天
上
人
一
代
記
」
に
対
し
て
「
幡
随
意
上
人
諸
同
行
化
伝
」
が
影

を
落
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
個
々
の
説
話
に
つ
い
て
指
摘
し
て

み
た
。
し
か
し
事
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

四

「
祐
天
上
人
一
代
記
」
が
色
々
読
本
的
粉
飾
を
加
え
る
べ
く
努
め
て
い
る
事

例
は
、
中
村
先
生
が
指
摘
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
読
本
的
粉
飾
の
う
ち
で

も
っ
と
も
顕
著
な
も
の
は
、
構
想
面
に
お
け
る
祐
天
上
人
の
敵
役
と
し
て
の
山

伏
琵
海
の
設
定
で
は
あ
る
ま
い
か
。
実
録
の
祐
天
上
人
は
、
累
の
話
を
除
く
と

個
々
の
霊
験
談
の
集
成
と
い
う
色
彩
が
強
く
、
主
人
公
の
祐
天
上
人
に
よ
っ
て

わ
ず
か
に
；
良
性
を
持
た
せ
て
い
る
と
も
い
え
た
の
で
あ
る
が
、
山
伏
荒
海
の

創
出
は
、
祐
天
上
人
に
か
ら
み
合
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
構
想
に
長
編
小
説
的

骨
格
を
与
え
た
と
い
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ほ
う
り
き
・
ノ
　
ン
す
ぐ
　
し
う
ゑ
き
じ
ゆ
つ
く
わ
　
　
　
　
　
　
　
さ
き
こ
ろ

こ
の
琶
海
坊
は
〃
法
力
万
人
に
勝
れ
周
易
の
術
に
精
し
〃
い
う
え
に
〃
疇
昔

さ
い
こ
く
　
め
つ
は
う
　
な
、
く
さ
ゑ
ん
の
と
き
t
か
こ
は
り
そ
う
い
ん
け
ん
　
よ
う
じ
ゆ
つ
も
ん
や
ら
し
ん

四
回
に
て
損
亡
せ
し
七
榊
∵
燕
時
隋
郡
正
閏
∵
田
が
妖
往
没
釈
郎
神

ま
じ
ゆ
つ
　
し
ゆ
　
ゑ
　
う
ん
む
奇
　
　
し
き
か
ミ
　
　
つ
カ
　
く
せ
も
の

の
魔
術
を
催
し
得
て
雲
宗
鬼
と
云
締
結
神
を
役
ふ
曲
者
〃
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

巻
一
か
ら
巻
二
に
お
い
て
祐
天
の
利
通
和
を
恐
れ
て
紛
糾
神
を
梗
い
愚
子
に
す

る
、
巻
二
巻
末
に
お
い
て
成
田
不
動
の
霊
験
に
て
精
細
神
逃
げ
去
っ
て
神
通
相

を
取
り
戻
す
、
拳
二
の
河
出
の
控
寺
に
お
け
る
妖
怪
騒
動
は
、
電
海
と
そ
の
弟

子
敷
達
坊
の
な
せ
る
術
で
、
祐
天
は
敷
達
坊
の
術
を
破
り
弟
子
と
な
す
、
こ
の

の

ち

　

　

ン

　

　

　

　

　

　

　

ち

し

辛

は

う

み

や

く

そ

う

セ

う

　

　

　

せ

う

よ

し

ん

た

つ

致
迂
坊
は
〝
後
祐
天
大
僧
正
八
人
の
知
軍
法
腕
〓
相
承
の
其
一
人
浄
持
信
迂

す

ぐ

　

と

く

ち

　

　

　

こ

う

へ

ん

上
人
と
て
勝
れ
し
徳
知
有
し
事
ハ
後
篇
に
く
わ
し
″
と
い
う
。
そ
し
て
巻
四
で

は
竜
女
の
訂
、
巻
五
は
遊
女
歌
川
の
話
が
中
心
で
展
叩
∵
竺
ハ
前
半
は
機
ケ
嶽

の
戦
に
死
せ
し
怨
魂
の
怪
異
を
祐
天
上
人
の
解
脱
成
仏
せ
し
め
て
尊
崇
を
受
く

令
二
依
テ
邪
宗
退
治
ノ
支
〟
の
条
以
降
巻
五
に
至
る
ま
で

る
話
あ
り
（
こ
の
請
の
原
拠
不
明
、
近
世
実
録
全
捏
所
収
の
も
の
に
は
甲
府
枝

御
小
姓
紐
日
下
部
数
馬
と
い
う
旗
本
の
話
に
、
先
祖
の
怨
魂
の
崇
り
に
よ
る
怪

異
霊
験
談
が
あ
る
が
、
影
帯
の
光
枝
関
係
不
明
と
い
う
べ
き
か
。
）
次
い
で
祐

天
上
人
の
法
力
を
喜
ば
な
い
畠
山
遺
朝
入
道
は
、
竜
海
を
用
い
て
祐
天
と
法
力

は
　
　
ら
く
じ
や
く
つ
ぎ
の
か
い
　
く
わ
し

を
穀
わ
せ
る
、
祐
天
法
力
の
勝
利
を
得
、
〃
此
場
の
落
第
下
回
に
分
解
〃

と
し
て
、

ゆ
う
て
ん
せ
う
に
ん

○
祐
天
上
人
一
代
記
酎
晋
編
六
田
近
日
出
来

と
い
う
巻
末
広
告
を
出
し
て
終
る
。

中
村
先
生
も
説
か
れ
る
よ
う
に
〃
七
州
燕
時
隆
郡
敢
闘
軒
〃
と
い
う
の
は
、

島
原
の
乱
の
天
草
時
貞
で
あ
り
森
宗
意
軒
で
あ
っ
て
、
そ
の
も
じ
り
で
あ
っ
た

と
す
れ
ば
竜
海
は
切
支
丹
の
流
れ
を
く
む
行
者
で
あ
っ
て
、
こ
こ
は
島
原
の
乱

に
思
い
を
寄
せ
た
構
憩
で
あ
る
と
い
え
た
。
島
原
の
乱
の
実
録
は
数
多
い
が
、

こ
こ
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
託
す
る
例
が
見
当
ら
な
い
。
ま
た
祐
天
上

人
の
実
録
に
も
、
切
支
丹
に
関
連
す
る
霊
放
談
は
見
当
ら
な
か
っ
た
。

「
幡
随
意
上
人
諸
国
行
化
伝
」
の
巻
一
、
〝
林
泉
寺
ト
問
答
竜
神
守
護
之
事
〃

の
条
で
、
隋
随
意
上
人
が
危
難
を
受
け
る
原
因
は
、
林
見
寺
は
田
主
長
尾
入

道
誹
倍
の
先
祖
を
葬
っ
た
菩
提
所
で
、
そ
こ
の
寺
主
を
説
破
し
た
こ
と
に
つ
い

て
輝
虎
が
大
い
に
怒
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
。
雷
山
道
朝
が
怒
っ
て
満
天
を
電

海
の
法
力
で
折
伏
せ
ん
と
謀
る
と
こ
ろ
と
一
脈
通
じ
る
。
そ
し
て
巻
四
の
″
告

パ
ン
イ
　
ケ
フ
ソ
ク
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シ
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コ

レ

　

　

　

タ

ウ

　

　

　

　

ク

ー

て

′

マ

ヅ

1

7

以
テ
人
ヲ
惑
ス
、
諸
人
之
ヲ
信
ノ
党
ヲ
成
シ
、
国
　
政

オ
ソ
　
　
　
　
ハ
ナ
ハ
　
　
チ

字種呈

芸‡＿く董ぢ
幻；琴
：・－∴∴「
ヲツ崩茅

ヲ
l
タ
　
　
ケ
ン
バ
ツ

乱
シ
、
現
罰

ヲ
恐
レ
ス
、
甚
夕
平
治
ナ
リ
カ
タ
カ
リ
ケ
ル
〝
状
態
で
、
評
議
の
結
果
〝
邪
党
カ
レ
ラ

ノ
信
ス
ル
所
ハ
、
蛮
夷
ノ
邪
法
二
〆
我
国
ノ
仏
道
神
道
ノ
類
ニ
ア
ラ
ス
、
根
等

マ

ト

ヒ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

ウ

ゾ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

カ

　

　

　

　

　

フ

ガ
惑
ヲ
間
カ
ン
ニ
ハ
、
天
下
ノ
高
僧
二
命
シ
テ
、
正
接
ヲ
説
シ
メ
愚
夫
愚
婦

タ

、

　

　

　

タ

ウ

ラ

イ

　

　

　

　

ヲ

ソ

ノ
心
ヲ
正
サ
シ
メ
ハ
、
当
来
地
獄
ノ
苦
患
ヲ
柿
ル
、
心
ヨ
リ
、
邪
法
ヲ
ウ
ト
ム



シ
ヤ
ワ

忠
ヲ
生
ス
へ
シ
〃
と
い
う
こ
と
で
、
隋
随
意
上
人
を
九
州
に
派
遣
す
る
こ
と
に

な
る
。
上
人
は
途
路
昆
験
を
現
わ
し
な
が
ら
伊
勢
、
迫
撃
を
経
て
海
路
九
州
に

赴
き
、
名
号
を
も
っ
て
雲
取
を
現
わ
し
な
が
ら
、
や
が
て
〃
邪
宗
発
甜
伴
夢
ヲ

化
度
シ
拾
フ
事
〃
の
条
で
伴
夢
の
幻
術
を
く
じ
き
説
破
す
る
と
い
う
構
想
で
あ

っ
た
。祐
天
上
人
の
実
録
に
切
支
丹
に
関
す
る
記
録
が
皆
無
と
す
れ
ば
、
「
祐
天
上

人
一
代
記
」
の
切
支
丹
の
流
れ
を
く
む
幻
術
者
電
梅
の
杵
は
、
如
上
の
「
暗
随

意
上
人
諸
国
行
化
伝
」
を
損
し
た
と
断
じ
て
い
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
と

に
暗
随
意
上
人
と
伴
夢
、
祐
天
上
人
と
竜
梅
と
い
う
対
応
は
充
分
そ
の
影
轡
を

う
な
ず
か
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
両
者
の
術
比
べ
の
内
容
は
全
く
違

っ
て
い
た
。
「
暗
随
意
上
人
諸
国
行
化
伝
」
の
術
比
べ
が
、
伴
夢
が
行
う
鏡
の

幻
術
を
上
人
が
如
来
の
光
明
で
破
る
と
い
う
単
純
な
も
の
で
あ
る
に
対
し
て
、

「
祐
天
上
人
一
代
記
」
の
術
比
べ
は
、
恐
ら
く
「
西
遊
記
」
の
〃
八
割
焼
中
逃

大
聖
、
五
行
山
下
定
心
猿
〃
の
”
黒
に
見
え
る
悟
空
が
釈
迦
の
掌
中
を
釦
ず
る
こ

と
不
能
で
あ
っ
た
と
い
う
請
を
ふ
ま
え
た
も
の
ら
し
く
、
電
海
は
神
道
飛
行
の

法
を
行
い
日
本
の
高
山
を
経
廻
っ
て
祐
天
上
人
の
法
力
と
比
べ
ん
と
す
る
が
、

祐
天
上
人
は
眩
惑
の
法
を
用
い
て
竜
梅
を
庭
前
に
う
ろ
！
＼
と
山
人
り
す
る
に

終
ら
し
め
る
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
た
。

五

こ
れ
を
要
す
る
に
、
「
拓
天
上
人
一
代
記
」
は
実
録
の
祐
天
上
人
一
代
記
を

も
と
と
し
て
「
暗
随
意
上
人
謂
同
行
化
伝
」
を
婁
所
々
々
に
採
り
込
ん
で
一
代

記
も
の
読
本
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
な
ぜ
祐
天
上
人
の
一
代
記
へ

「
幡
随
意
上
人
諸
同
行
化
伝
」
を
利
用
す
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
一
に
幡
随
意
上
人
も
祐
天
上
人
も
と
も
に
浄
土
宗
の
念
仏
を
説
く
一
種
の

談
義
僧
で
あ
っ
た
、
当
然
そ
の
毘
験
談
に
は
一
脈
相
通
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
こ

と
、
二
に
そ
の
筈
墾
同
者
の
霊
放
談
が
混
組
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
痕
跡
も
あ
る

こ
と
、
実
録
の
祐
天
上
人
一
代
記
に
〝
自
道
和
尚
〃
の
こ
と
が
突
然
出
て
来
た

り
、
「
隋
随
意
上
人
詔
同
行
化
伝
」
巻
三
〝
師
ノ
名
号
狙
抽
ノ
身
代
二
立
玉
フ

支
〃
の
条
未
に
一
段
下
げ
て

ハ

タ

ク

シ

ユ

ウ

ラ

ン

　

ゾ

ウ

シ

ャ

ウ

　

　

　

　

　

　

ナ

カ

ツ

カ

サ

ノ

タ

ユ

ゥ

カ

シ

ン

ハ

チ

ス

カ

ヒ

ト

ヤ

○
私
日
祐
天
大
僧
正
ノ
名
号
、
本
田
中
筋
大
輔
家
臣
蜂
須
加
囚
獄

ケ

ラ

イ

ケ

ン

ナ

ン

　

ミ

カ

ハ

リ

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

ン

ケ

ン

ワ

ワ

シ

ヤ

ウ

テ

ン

ト

リ

　

ッ

プ

サ

家
来
刃
難
ノ
身
代
二
立
チ
玉
ク
蔓
、
事
故
往
生
伝
等
二
具
也
、

′

　

　

　

　

　

　

　

ノ

ソ

ヘ

シ

ャ

ウ

　

　

　

　

　

フ

カ

り

ユ

ゥ

テ

ン

　

　

ハ

ウ

ソ

ウ

　

　

　

マ

コ

ト

其
ノ
名
号
木
田
家
添
牡
卜
匠
こ
、
武
江
祐
天
寺
ノ
空
蔵
二
在
り
、
誠

ナ
ン
ワ
ウ
し
ヤ
∩
・
ワ
リ
シ
　
サ
イ
ナ
ン

ニ
横
難
枯
梧
横
死
ノ
、
災
那
ア
ル
支
ナ
シ
ト
、
奇
ナ
ル
丑

と
い
う
祐
天
上
人
に
閲
す
る
記
述
あ
り
、
両
者
の
霊
験
談
に
相
通
ず
る
と
こ
ろ

あ
る
を
明
記
し
て
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
察
せ
ら
れ
よ
う
。
三
に
一
代
記
も
の

の
大
部
分
が
長
編
仏
教
説
話
を
軸
木
と
し
て
い
た
こ
と
、
巾
村
先
生
の
論
に
詳

細
で
あ
る
よ
う
に
（
注
こ
江
戸
読
本
隆
盛
に
赴
く
に
対
す
る
上
方
琶
控
の
対
抗

賃
の
一
つ
と
し
て
考
え
山
さ
れ
た
一
代
記
も
の
の
出
校
は
、
「
中
将
姫
一
代
記
」

五
檻
河
遺
人
寛
政
十
三
年
刊
は
「
中
将
姫
行
状
記
」
七
釈
致
敬
キ
保
十
五
年
刊

に
、
「
小
野
小
町
一
代
記
」
六
軒
m
連
山
画
等
和
二
年
刊
　
は
「
小
野
小
町
行
状

記
」
七
大
江
文
広
明
和
田
年
刊
　
に
そ
れ
ぞ
れ
基
ず
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ

の
辺
の
出
板
吾
情
に
は
精
通
し
て
い
た
は
ず
の
河
内
屋
太
助
の
手
を
経
た
も
の

と
て
、
編
述
の
と
き
同
じ
仏
教
長
編
説
誼
の
一
つ
「
指
随
意
上
人
請
同
行
化
伝
」

を
参
考
に
す
る
の
は
極
め
て
自
然
な
成
行
き
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し

か
も
そ
れ
が
い
う
と
こ
ろ
の
読
本
的
粉
飾
を
施
す
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
そ
れ
も
長
編
小
説
の
性
格
を
形
造
る
構
想
の
面
に
利
用
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
前
向
き
の
利
用
法
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。

読
本
的
粉
飾
と
い
う
、
そ
れ
は
こ
の
「
隋
随
意
上
人
諸
同
行
化
伝
」
を
利
用

し
て
の
精
恕
面
に
お
け
る
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
中
村
先
生
も
指
摘
さ
れ

ー45－



た
中
国
白
話
小
説
に
出
て
く
る
特
長
的
用
語
を
殊
更
に
用
い
て
い
る
の
も
、

「
忠
臣
水
澤
巴
以
来
の
江
戸
読
本
の
流
行
に
乗
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
口
頭
か

ら
一
二
挙
例
し
て
み
れ
ば
、

さ
て
ま
た
　
さ
は
い
き
ひ
き
と
る
ヤ
い
な
　
は
ま
ら
や
　
が
て
ん
の
ゆ
く
　
ひ
た
す
ら
　
て
み
「
か

却
説
　
将
　
終
　
焉
　
則
　
的
中
　
識
　
得
　
只
敵
　
地
的

ち
か
ご
ろ
　
　
ま
わ
り
と
を
を
　
が
つ
て
ん

近
曾
　
迂
　
遠
　
理
会

な
ど
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
の
語
句
が
冒
墾
〒
半
だ
け
に
出
て
く
る
の
だ

し
ゅ
っ
り
ぎ
い
が
う
　
ぜ
う
ど
し
ん
も
ん
ぐ
ち
も
う
ま
ひ
　
り
り
や
う
じ

か
ら
、
仏
教
的
用
語
の
〝
出
離
罪
業
　
浄
土
裏
門
撃
智
環
陳
．
無
萬
自

r
い在
″
な
ど
と
組
合
わ
さ
れ
た
文
章
そ
の
も
の
の
殊
嬰
b
L
さ
が
想
像
さ
れ
よ

ぅ
。
ひ
た
す
ら
江
戸
の
読
本
作
り
の
方
法
を
損
し
、
し
か
も
一
代
記
も
の
と
い

ぅ
上
方
で
間
発
し
た
読
物
作
り
の
軌
道
の
う
へ
で
、
江
戸
の
攻
勢
を
し
の
ご
う

と
す
る
上
方
吾
雄
の
努
力
は
認
め
て
よ
か
っ
た
。

六

中
村
先
生
は
「
祐
天
上
人
一
代
記
」
を
評
し
て
、

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

○
し
か
し
口
絵
蒋
画
は
疎
に
し
て
し
か
皇
ホ
人
ら
し
く
、
構
成
散
頂
に
し

て
、
殆
ど
体
を
な
さ
ず
、
「
石
言
遺
轡
」
や
「
昭
草
紙
」
に
比
す
べ
く
も

な
い
。

と
さ
れ
た
。
同
じ
く
仏
教
長
編
説
話
を
扮
本
と
し
た
馬
琴
の
「
石
言
遺
磐
」
、

京
伝
の
「
帽
章
紙
」
に
比
し
て
、
構
想
の
拙
劣
は
お
お
う
べ
く
も
な
か
っ
た
だ

け
で
な
く
、
「
中
将
姫
行
状
記
」
を
文
章
ま
で
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
移
し
た
「

中
将
肺
二
代
記
」
、
そ
れ
に
比
す
る
と
い
か
ほ
ど
か
読
本
的
手
法
で
手
を
加
え

て
は
い
る
が
、
ま
ず
は
「
中
将
姫
一
代
記
」
の
方
法
と
大
差
な
い
「
小
野
小
町

一
代
記
」
な
ど
に
比
し
て
も
、
一
読
そ
の
構
想
の
散
慢
で
あ
る
こ
と
に
気
付

く
。
「
中
将
姫
一
代
記
」
に
し
て
も
「
小
野
小
聖
代
記
」
に
し
て
も
、
創
作

性
こ
そ
暦
無
と
は
い
え
、
あ
る
；
の
完
結
体
を
も
っ
た
作
品
の
、
談
義
僧
の

手
控
え
と
し
て
の
仏
教
長
編
説
話
と
し
て
は
必
要
で
も
読
物
と
し
て
は
無
駄
と

も
い
え
る
部
分
を
除
い
た
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
代
記
の
読
物
と

し
て
は
ま
と
ま
っ
て
い
た
に
反
し
て
、
「
祐
天
上
人
一
代
記
」
は
一
つ
の
粉
本

に
即
く
を
い
さ
ざ
よ
し
と
せ
ず
、
少
く
も
二
つ
以
上
の
扮
本
を
基
に
し
て
新
趣

向
の
屈
Ⅲ
に
努
め
た
に
か
か
わ
ち
ず
、
マ
イ
ナ
ス
効
果
し
か
な
か
っ
た
と
い
え

よ
う
。文
章
の
上
で
も
、
時
の
流
行
を
迫
っ
て
中
岡
白
話
小
説
風
の
語
句
を
使
用
し

な
が
ら
も
、

ッ
さ
い
し
ゆ
ぎ
う
　
い
く
あ
い
れ
ん
　
　
　
　
じ
ぶ
　
　
　
　
　
ち
ふ
さ
l
　
ふ
く
の

〇
一
切
の
衆
生
を
育
し
愛
鼓
し
拾
ふ
再
慈
母
の
赤
子
に
乳
房
を
合
る
ご
と
L

L

ょ

ぐ

わ

ん

　

　

　

　

　

　

も

う

し

　

　

そ

く

ぎ

　

か

ゆ

い

　

　

　

く

い

く

　

か

く

　

、

所
　
屈
有
り
て
上
人
に
告
奉
れ
バ
即
座
に
痙
ひ
所
を
抽
々
と
掟
や
う
な

あ
ん
ほ
い
　
　
　
　
　
　
む
れ
う
　
せ
ん
げ
ん
た
れ
に
で
も
か
れ
に
で
も
そ
の
を
　
　
　
わ
う

る
塩
梅
な
れ
バ
ー
略
－
無
量
の
孝
吉
這
師
部
二
粕
其
m
轟
／
＼
に
応
じ

も

う

し

　

仁

と

へ

　

　

　

　

　

し

よ

わ

う

　

し

の

　

　

　

　

　

　

も

き

い

t

く

ぎ

う

つ

孟
子
の
比
喩
を
以
ッ
て
諸
王
に
示
し
給
ひ
し
を
く
歌
板
に
釘
打
や
う
に

は
ね
－
t
　
こ
圭
へ
　
　
わ
る
t
く
ミ
ど
こ
へ
や
ら
こ
ん
と
　
ほ
ん
ま
　
き
ふ
く

肌
骨
に
綾
始
の
毒
　
心
　
的
∵
散
再
は
頁
実
に
帰
伏
な
し
奉
り
－
喀
－

と
い
っ
た
、
八
文
字
見
本
凪
の
俗
語
文
脈
と
も
い
う
べ
き
痕
跡
を
も
残
し
て
い

た
。
「
中
将
姫
一
代
記
」
な
ど
と
違
い
、
文
章
面
で
も
そ
の
ま
ま
の
移
植
と
い

ぅ
露
骨
な
模
倣
は
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
馬
琴
な
ど
の
読
本
の
文
章

が
指
向
し
て
い
る
の
と
は
異
質
な
も
の
が
う
か
が
わ
れ
、
構
加
心
力
も
文
章
力

も
．
江
戸
の
新
し
い
読
本
作
者
に
比
し
て
力
楠
不
足
は
覆
う
べ
く
も
な
か
、
つ
た
。

世
評
の
香
ば
し
く
な
い
こ
と
も
当
然
予
想
さ
れ
、
後
編
の
予
告
を
巻
末
に

ゆ
う
C
ん
せ
う
に
ん
　
　
　
　
　
し
う
ゐ

○
祐
天
上
人
一
代
記
拾
遺
後
編
六
m
近
日
出
来

ー46－

前
編
に
裁
し
山
伏
竜
梅
妖
術
を
以
て
法
力
を
あ
ら
そ
ひ
し
に
挙

く
じ
か
　
　
レ
　
　
し
ゆ
！
～
　
ほ
け
も
の
　
早
さ
　
　
は
な
し
　
つ
ひ
　
　
と
′
・

く
上
人
に
折
れ
夫
そ
れ
種
々
の
妖
精
希
役
せ
し
謁
に
亮
に
御
杖
に

き

ゑ

　

り

や

う

か

い

　

も

じ

　

あ

ら

た

　

り

で

っ

か

い

は

つ

　

　

　

　

ぜ

う

と

し

フ

だ

ん

ぎ

そ

う

緩
依
し
竜
海
の
文
字
を
改
め
了
戒
坊
と
名
の
り
浄
土
宗
の
談
議
僧

し

ょ

こ

く

　

あ

ま

ね

　

く

わ

ん

け

　

は

く

が

く

の

う

ペ

ん

　

　

　

　

　

ち

か

と
な
り
諸
国
を
普
く
拗
化
す
博
学
能
弁
な
り
し
ハ
近
松
門
左
荷

せ
ん
へ
ん
　
の
せ
　
　
　
　
り
や
う
か
い
よ
う
じ
少
つ



よ
ひ
か
う
し
ん
　
お
う
を
よ
く
　
　
　
　
　
　
　
ご
と
　
そ
の
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
ひ
　
け
う

門
が
脊
屏
∵
印
の
註
曲
に
も
見
へ
し
如
く
其
頃
の
名
僧
に
て
完
　
に
粒

よ
り
で
っ
か
ひ
　
　
　
　
　
　
は
ち
ゑ
ひ
　
ぶ
ん
で
し
　
き
ひ
い
ち
　
　
　
　
こ
と
　
　
め
う
が
う

館
］
了
戒
上
人
と
て
八
英
の
御
託
子
の
正
一
た
り
し
謂
其
外
名
号
御

ン
　
れ
い
け
ん
　
　
　
　
音
や
ひ
　
　
　
　
　
　
め
す
ら
　
　
　
こ
と
　
の
す

十
念
の
霊
駄
ふ
し
ぎ
奇
桔
い
ろ
7
1
珍
し
き
事
を
我

と
、
相
当
詳
細
な
内
容
説
明
ま
で
し
て
後
編
発
刊
の
意
欲
充
分
で
あ
る
に
か
か

わ
ら
ず
、
つ
い
に
そ
の
姿
を
現
今
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
こ

の
予
告
に
よ
れ
ば
、
「
祐
天
上
人
一
代
記
」
の
後
編
は
、
拾
遺
の
名
が
示
す
よ

う
に
祐
天
上
人
だ
け
で
な
く
、
八
英
の
弟
子
が
活
躍
し
、
な
か
で
も
了
戒
坊
・

信
連
坊
が
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
ん
で
構
恋
の
あ
や
を
な
し
、
そ
れ
ら
が
諸
国
廻
国
し

て
の
勧
化
霊
験
談
を
集
埠
す
る
と
い
う
形
を
と
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
か
ら

「
両
総
理
見
八
犬
伝
」
を
作
っ
た
馬
琴
の
よ
う
な
梼
想
力
を
持
っ
た
作
者
な
ら

別
と
し
て
、
展
m
m
読
本
と
し
て
期
待
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。

七

仏
教
長
編
説
話
が
展
間
描
読
本
に
影
待
し
て
い
る
様
相
に
つ
い
て
は
中
村
先

生
を
は
じ
め
と
し
て
種
々
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
（
注
三
）
、
以
上
の
よ
う
に
見

て
く
る
と
「
中
将
姫
一
代
記
」
以
降
上
方
書
籍
が
関
与
し
て
き
た
一
代
記
も
の

に
は
、
終
始
二
月
強
い
形
窮
を
与
え
続
け
て
い
た
こ
と
が
判
っ
た
。

と
同
時
に
、
仏
教
長
編
説
話
の
物
語
構
成
の
骨
法
を
、
「
謡
石
言
遺
打
だ

晶
毎
翫
腎
化
元
年
刊
、
さ
ら
に
「
刈
冨
伝
玉
折
笥
」
三
馴
醇
詣
画

文
化
三
年
刊
　
の
創
作
を
経
て
自
分
自
身
の
も
の
に
し
た
馬
琴
は
、
「
新
属
解

脱
物
語
」
晶
鵠
糟
画
文
化
四
年
刊
（
「
空
前
脱
物
語
」
急
篇
と
し
て

い
て
、
仏
教
長
編
説
話
と
同
題
材
と
は
い
え
な
い
が
、
河
内
屋
太
助
の
依
柘
に

よ
っ
て
執
筆
し
た
と
い
う
事
情
か
ら
考
え
て
、
祐
天
上
人
に
関
与
し
た
物
語
で

あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
い
か
ほ
ど
か
仏
教
長
編
説
話
と
関
係
し
た
作
品
と
い
っ

て
よ
か
ろ
う
。
）
「
敵
討
裏
莞
」
晶
醇
詣
画
文
化
四
年
刊
（
「
信
田

自
警
」
五
釈
誓
賛
呈
暦
七
年
刊
と
同
票
し
「
富
川
競
斯
巨
六
舘

詣
画
文
化
四
年
刊
（
「
隅
田
川
琵
伝
」
幣
鷲
警
告
年
刊
と
同
題

材
）
と
い
っ
た
仏
教
長
編
説
話
の
な
か
に
も
見
ら
れ
る
同
じ
題
材
の
も
の
を
扱

い
な
が
ら
も
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
影
哲
を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
に
脱
化
し
た
新
し

い
読
本
造
り
の
方
法
を
確
立
し
て
い
っ
て
い
た
、
．
そ
の
馬
琴
に
代
表
さ
れ
る
江

戸
読
本
作
者
を
擁
す
る
江
戸
書
理
の
ま
え
に
は
、
「
祐
天
上
人
一
代
記
」
程
度

の
読
本
し
か
作
り
出
せ
な
か
っ
た
上
方
吾
坪
は
、
そ
の
劣
勢
を
認
め
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
所
詮
有
力
な
作
者
を
育
て
得
な
か
っ
た
上
方
書
鼻
は
、

絵
本
も
の
な
ど
の
安
易
な
読
本
作
り
に
進
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
「
朽
若
丸
一
代
記
」
五
訟
字
諜
天
明
八
年
刊
（
「
都
豊
恋
笛
」

葺
竿
九
宗
の
改
題
再
板
）
「
俊
徳
丸
二
代
記
」
五
設
字
掴
賢
明
八

年
刊
へ
「
富
士
浅
間
据
野
桜
」
五
享
保
十
五
年
刊
　
の
改
題
再
板
）
と
い
う
八
文
字

見
本
の
読
本
化
を
は
じ
め
と
し
て
「
祐
天
上
人
一
代
記
」
に
至
る
ま
で
の
上
方

書
籍
が
切
り
開
い
て
き
た
一
代
記
も
の
の
系
列
は
、
決
し
て
そ
れ
だ
け
で
跡
を

断
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

出
板
は
文
化
四
年
で
あ
る
が
、
「
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
」
に
よ
れ
ば
ー

○
此
年
（
文
化
二
年
）
の
冬
、
四
天
王
別
盗
異
録
、
前
後
拾
巻
を
創
す
、
（

豊
国
画
、
柏
屋
半
兵
衛
板
）
三
国
一
夜
物
語
、
（
豊
国
画
、
上
総
屋
忠
助

板
、
）
水
活
画
伝
、
（
第
十
円
ま
で
、
二
院
十
一
巻
、
北
斎
画
、
角
丸
尾
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甚
助
、
前
川
屋
弧
兵
衛
合
刻
、
）
椿
説
弓
張
月
前
編
六
糞
　
（
北
斉
画
、

林
屋
庄
五
郎
板
、
）
等
の
読
本
を
作
る
、
又
盆
石
皿
山
の
記
前
編
二
巻
、

（
中
本
也
、
豊
広
輿
住
吉
昆
庄
五
郎
板
、
）
敵
討
誰
也
行
些
一
糞
　
（

中
本
、
豊
国
画
、
鶴
屋
金
助
板
、
）
二
種
の
作
あ
り
、

と
、
半
紙
本
、
中
本
と
い
う
体
裁
の
う
え
か
ら
だ
け
で
な
く
、
内
容
的
に
も
様

々
の
方
法
を
も
っ
て
多
角
的
に
読
本
を
作
り
出
し
て
い
た
文
化
二
年
、
後
年
や

が
て
稗
史
も
の
読
本
の
中
心
的
地
位
を
占
め
る
続
き
も
の
読
本
の
初
作
と
も
い

え
た
（
注
四
）
　
「
椿
説
弓
張
月
」
を
馬
琴
は
執
筆
し
て
い
る
。
題
名
の
角
書
に

〃
為
朝
外
伝
〃
と
あ
る
に
よ
っ
て
も
判
る
よ
う
に
、
馬
琴
の
創
作
意
識
に
為
朝

の
一
代
記
を
創
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
上
方
の
一
代
記
も
の
の

路
銀
を
、
意
識
す
る
に
せ
よ
し
な
い
に
せ
よ
継
承
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

河
内
屋
太
助
か
ら
「
窯
元
解
脱
物
語
」
を
送
ら
れ
て
新
作
を
依
頼
さ
れ
て
い
る

馬
琴
は
、
一
代
記
も
の
を
め
ぐ
る
上
方
封
建
の
動
向
は
十
分
承
知
し
て
い
た
は

ず
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
馬
琴
の
文
化
二
年
に
お
け
る
多
角
的
試
み
の
中
か
ら
、

こ
の
「
椿
説
弓
葉
月
」
の
好
評
に
よ
っ
て
定
着
し
た
続
き
も
の
読
本
の
系
列
が
、

や
が
て
読
本
の
主
流
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
上
方
書
籍
の
一
代
記

も
の
間
発
の
意
義
も
ま
た
少
し
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
そ
の
一
代
記

も
の
の
基
と
も
な
っ
た
長
編
仏
教
説
話
存
在
の
意
義
も
認
め
ざ
る
を
得
な
い
で

あ
ろ
う
。

注
二
・
中
村
幸
彦
先
生
「
近
世
小
説
史
の
研
究
」
所
収
「
読
本
の
発
生
に
関

す
る
諸
問
題
」
参
照
。

注
二
・
中
村
幸
彦
先
生
「
近
世
小
説
史
の
研
究
」
所
収
「
読
本
屋
回
史
の
一

助
」
参
照
。
な
お
「
祐
天
上
人
一
代
記
」
は
年
表
に
掲
げ
て
な
い
の
で
、

中
村
先
生
蔵
本
に
よ
っ
て
刊
記
を
著
し
て
お
く
。

○
享
和
四
年
甲
子
年
正
月
吉
辰

南
紀
書
林

皇
都
賀
林

新
通
り
三
丁
目

路
田
尻
平
右
衛
門

押
小
路
通
御
幸
町
角

伯
鳥
屋
太
兵
衛

寺
町
二
条
下

鉛
屋
安
兵八
街町

浪
華
書
林

な
お
年
表
に
、

御
幸
町
御
池
下
ル
町

菱
屋
孫
兵
衛

心
斎
橋
通
唐
物
町

河
内
掃
大
助

刊
年
も
著
者
も
不
明
の
部
に
、

○
祐
天
上
人
一
代
図
会
六

と
い
う
の
が
見
え
る
。
未
見
。
六
と
い
う
冊
数
が
図
会
も
の
と
し
て
は
半

端
だ
か
ら
、
あ
る
い
は
「
祐
天
上
人
一
代
記
」
と
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
か

も
知
れ
な
い
が
、
〃
図
会
〝
な
る
名
称
に
こ
だ
わ
れ
ば
、
幕
末
期
に
山
根

さ
れ
た
一
連
の
図
会
も
の
と
同
種
の
も
の
か
も
知
れ
な
か
っ
た
。

注
三
・
中
村
幸
彦
先
生
「
近
付
作
家
研
究
」
所
収
「
『
桜
拒
伝
』
と
『
曙
葦

紙
』
」
、
「
近
l

仕
小
説
史
の
研
究
」
所
収
「
㍊
本
発
生
に
関
す
る
諸
問
題
」

参
照
。
後
藤
丹
治
著
「
太
平
記
の
研
究
」
三
二
六
百
に
も
「
小
夜
中
山
霊

銘
記
」
と
「
石
言
遣
轡
」
に
つ
い
て
の
論
あ
り
、
拙
稿
「
上
方
訳
本
展
間

の
一
側
面
－
仏
教
長
編
説
話
も
の
の
継
承
を
め
ぐ
っ
て
！
」
（
近
世
文
芸

稿
6
）
「
『
景
清
匂
当
議
略
伝
』
と
『
景
清
外
伝
』
と
」
（
近
世
文
芸
稿

1

2
）
に
も
少
し
く
ふ
れ
て
い
る
。

注
四
・
拙
稿
「
軍
さ
も
の
読
本
の
一
様
相
－
上
方
読
本
の
流
れ
に
そ
っ
て
－
」

（
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
第
第
二
十
七
巻
一
号
）
参
照
。

○
本
論
は
致
事
に
つ
い
て
冗
舌
が
す
ぎ
た
が
、
全
て
の
面
で
中
村
幸
彦
先
生
の

論
に
導
か
れ
た
も
の
多
く
、
御
所
蔵
の
本
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
と

と
も
ど
も
、
深
く
学
思
を
謝
す
と
同
時
に
、
先
生
の
論
を
け
が
す
こ
と
を
お
そ

れ
る
。
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